
授業科目(ナンバリング)	
スポーツマネジメント (CC301) 

（実践的教育科目） 
担当教員	

宮良	 俊行	

（実務経験のある教員）	

展開方法	 講義	 単位数	 2単位	 開講年次・時期	 3年・前期	 必修・選択	
選択	

(ｺｰｽ必修)	

授	業	の	ね	ら	い		

アクティブ・	

ラーニング	

の	類	型	

	 グローバル化している日本社会において、企画できる能力が非常に求められている。また、マネジメ

ント力をつけることは、団体・組織のリーダーになる上で必要不可欠である。これらのことは、スポー

ツ環境におけても同様である。スポーツ教室や各種スポーツ事業の計画・立案ができるようになるため

の知識を身につける。特に自分の出身地などのスポーツ振興に関する企画。立案を授業の中で展開して

いく。	

④⑤⑥⑩	

ホスピタリティを構成

する能力	
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 	 評価手段・方法	 評価比率	

専門力	
スポーツに関するテーマに沿って、企画をたて、プレ

ゼンテーションすることができる。	
・受講者の発表 40％	

情報収集、分析力	

学生としてふさわしい態度で、意欲的に授業に取り組

むことができる。他人に自分の考えまとめ、表現する

ことができる。スポーツに関連する社会的課題を収集

し、分析することができる。スポーツに対する様々な

見方、考え方を理解することができる。	

・受講者の受講態度 
・課題レポート	

30％	

30％	

コミュニケーション力	 	 	 	 	 	 	

協働・課題解決力	 	 	 	 	 	 	

多様性理解力	 	 	 	 	 	 	

出	 	 席	 受験要件	

合	 	 計	 100％	

評価基準及び評価手段・方法の補足説明		 	

	 スポーツ振興に関する課題レポート（評価比率 30％）を与えるので、企画書（事業計画書）を作成し、5～8分間の

プレゼンテーションを課す。（評価比率 40％）この 2点で評価する。課題レポートに関しては、授業中適宜フィードバ

ックする。	

授	 業	 の	 概	 要	

本講義では，県立の運動施設において指定管理者を経験した教員が、指定管理者申請に必要な企画書作成やプレゼン

テーションのノウハウを教授する。また、「スポーツマネジメント」の基礎的な理論を踏まえた上で，自分の出身地や

佐世保市のスポーツ振興について、様々な資料から 5 年後、10 年後を予想し、企画書を作成する。また、プレゼンテ

ーション能力を身につける。この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、180 分とする。	

教	 科	 書	 ・	 参	 考	 書	

教科書：特になし。講義内において適宜プリントを配布する。	

参考書：特になし。	

指定図書：「スポーツマネジメント」	

授業外における学修及び学生に期待すること	

・本講義の受講生は、原則「スポーツ社会学」→「地域スポーツ」→「スポーツマネジメント」の履修モデルに沿っ

て受講する履修者とする。※履修者数を 60名程度と想定している。スポーツツーリズムコースの必修科目である。	

・「マネジメント」に関する本を読むと共に，新聞等を読んだり，実際にスポーツに関わったりすることにより，スポ

ーツ界の動向について常に関心を持っていただきたい。	



回	 テ	 ー	 マ	 授	 業	 の	 内	 容	 	 	 	 予習・復習	

1	 スポーツとマネジメント	

本講義の目的や内容、全体の構成について説

明する。また「スポーツマネジメント」の概

要について解説する。	

本学図書館からスポーツマネジメン

トに関する本を 1 冊借りて読んでお

く。	

2	
地域におけるスポーツ振興

方策と行政のかかわり	

スポーツマネジメントに求められるマネジ

メント理論の全体像を解説する。	

スポーツがマネジメントしている組

織を調査する	

3	

地域におけるスポーツクラ

ブとしての「スポーツ少年

団」	

日本におけるスポーツ施設の現状について

説明する。	

スポーツ施設の現状について資料を

調べてくる。	

4	

スポーツ組織のマネジメン

トと事業のマーケティング

①	

スポーツマーケティング論におけるスポー

ツ施設の市場としての展望について説明す

る。	

スポーツ施設のマネジメントの段階

的進展と見通しについてまとめる。	

5	

スポーツ組織のマネジメン

トと事業のマーケティング

②	

指定管理者制度の解説と施設管理・運営のノ

ウハウについて説明する。	

スポーツ施設管理・運営者の姿勢と

指定管理者に必要な資質についてま

とめる。	

6	
総合型地域スポーツクラブ

の必要性と社会的意義	

スポーツビジネスをめぐる法務的問題等に

ついて説明する。	

トップアスリートとスポーツ施設の

状況についてまとめる。	

7	
総合型地域スポーツクラブ

の育成と運営①	

総合型地域スポーツクラブを説明する。ま

た、総合型地域スポーツクラブの課題とスポ

ーツ施設との関係について解説する。	

総合型地域スポーツクラブがスポー

ツ施設を管理している事例を調べ

る。	

8	
総合型地域スポーツクラブ

の育成と運営②	

総合型地域スポーツクラブを説明する。ま

た、総合型地域スポーツクラブの課題とスポ

ーツ施設との関係について解説する。	

総合型地域スポーツクラブがスポー

ツ施設を管理している状況を調べ

る。	

9	
スポーツ事業のプロモーシ

ョン①	

地域スポーツの活性化に重要な役割を担う

学校体育施設について解説する。	

学校体育施設の現状を把握する。	

10	
スポーツ事業のプロモーシ

ョン②	

わが国における職域としてのスポーツマネ

ジメントと施設の関係について説明する。	

職域としてのスポーツ施設を調べ

る。	

11	
我が国のスポーツプロモー

ション①	

地域に存在する多様なスポーツ組織につい

て，スポーツマネジメントの視点からそれぞ

れの意義や構造およびスポーツクラブの育

成方法と運営上の留意点を取り上げる。	

スポーツ組織の機能を調べる。	

12	
我が国のスポーツプロモー

ション②	

スポーツ事業におけるマネジメントの機能

と各々の事業に適したマネジメントの手法，

特にプログラムサービス事業とクラブサー

ビス事業について説明する。	

事業計画書を作成する。	

13	
スポーツ事業の計画・運営・

評価	

スポーツ事業におけるマネジメントの機能

と各々の事業に適したマネジメントの手法，

特にプログラムサービス事業とクラブサー

ビス事業について説明する。	

事業計画書を作成する。	

14	
事業計画書作成・プレゼンテ

ーション（1）	
企画書提出、プレゼンテーション	

プレゼンテーションの練習を 5～10

回実施してくる。	

15	
事業計画書作成・プレゼンテ

ーション（2）	
企画書提出、プレゼンテーション	

プレゼンテーションの練習を 5～10

回実施してくる。	

	


